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<目的>多発性骨髄腫は極めて致死性の高い腫癌性疾患である｡化学療法を主体

とする治療が行われているが､多くの症例で治療中に薬剤耐性を獲得するため､

治癒は困難であり､化学療法における大きな障害となっている｡この耐性機序と

してmultldrugresistanceprotein1(MDRl)などの関与が示されているが､詳細

は不明である｡そこで今回､抗がん剤耐性株を樹立することにより､耐性獲得機

序の検討を行った｡<方法>細胞生存率はトリパンブルーにて検出した｡また､

各種タンパク発現はwesternblottingにて検出した｡<結果>樹立した耐性株に

おいて MDRlの過剰発現が認められ､また､抗アポ トーシス因子である survivin

の発現が増加することも明らかにした｡さらにいくつかの抗がん剤耐性株におい

ては Bimの発現低下が認められた｡<考察>多発性骨髄腫における抗がん剤耐性

獲得にはMDRlとsurvlvlnの発現増加及びBimの発現低下が重要であり､抗がん

剤耐性克服にはこれら因子を標的とすることが治療につながることが考えられた｡


